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じる」［Pratt 1992 : 4］（日本語訳は田中［2007 : 31］を参照）。ここから，田中雅一は，
研究者が調査を行うフィールド自体も，調査者と被調査者とのコンタクト・ゾーンとして
































の産出を記述しようとしている」ことである［森山 2009 : 72］。また，実践的パフォーマ
ンス研究においては，「身体知を外側から記述するのではなく，身体知のほうから社会を







う［森山 2008 : 96―97］。また，このことによって，自分だけでなく相手の心身の状態も
把握するように鍛えられ，以上のような稽古者同士の相互行為の中で，技の「感覚」を学
んでいくのだという［森山 2008 : 96］。森山は，合気道を実践する者のこのような身体感
























































［亀井 2000 : 74―98］。1990年代に入ると，団体間で対抗戦を開催することにより，
また男子プロレス興行内にて女子プロレスの試合を行うことで，女子プロレスに男性客を
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